
令 和 ２ 年 ９ 月 市 議 会 定 例 会 　一般質問

個 別 質 問 答 弁 書

質 問 第 18 号

成瀬　拓 議員



上田市議会一般質問【個別質問】・答弁書

質問通告番号第 １８ 号 質問議員 成瀬 拓 議員 担当課 福祉課

質問要旨 答 弁

令和2年9月 定例会

１ 生活困窮者への支援について

(１) 生活困窮者への支援について

ア コロナ禍により、市民、特に生活困窮者の

生活はひっ迫していることから、電気やガ

ス、水道などのライフラインの料金を滞納し

た場合でも供給を止めないように事業者へ

要請する必要があると考えるが、見解はどう

か。

① 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、世帯の収入が減少し、電気・ガス・

水道などのライフラインの料金を滞納した場合の対応については、令和２年

３月１８日に開催された政府の新型コロナウイルス感染症対策本部で、「生活

不安に対応するための緊急措置」が決定され、対応方針が示されています。

② これを受け、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、上水道・下水道

等のライフラインの使用料の支払いが困難となった方に対する支払いの猶予等

の対応について、所管する関係省庁より、各事業者に対し要請がされています。

③ これに基づき、上下水道局では、料金の支払いが困難な世帯には、相談に

応じ、状況により「支払猶予」による対応をしています。

④ 民間経営体である市内のライフライン関係機関にも要請が来ていること、

また、中部電力、ＮТТ、県営水道及びガス関連企業等においても「支払猶予」

による対応を行っており、上田市として改めて要請を行う予定はありません。
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また、上下水道や電気、ガス料金は低所得者

に対する補助・減免制度を設け、生活保護世帯

に対する減免対象を拡充する必要があると考え

るが、見解はどうか。

① 新型コロナウイルス感染症に対する国の施策では、生活費の支援策として

は、特別定額給付金が全世帯を対象にすでに支給されていますので、これによ

って当面は生活を支えることが可能であると考えています。

② また、生活保護制度の基準額は、個人的経費である「食費、被服費等」と

世帯共通的経費である「光熱水費や家具什器類」で構成されており、世帯が生

活維持に必要な「光熱水費」は生活保護費に含まれています。

③ 以上から、公共料金に対する「減免適用」や「補助」については実施する

予定はありません。
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イ 上田市は公共交通機関が充実しているとは

言えず、移動には車が必要であることから、

生活保護受給者に生活必需品として車の保

有を認めるべきであると考えるが見解はど

うか。

① 生活保護世帯の自動車の保有要件は、国の実施要領で定められており、福

祉事務所の判断で独自に要件を緩和することはできません。

② 保有要件としては、公共交通機関による通勤・通院などが困難であり、車

の保有が世帯自立につながると判断できる場合などに限定されます。

③ なお、生活保護費基準では、自動車を保有した場合の経費は算定基礎とは

なっておらず、燃料費、車検等の点検整備費、自賠責保険などの維持費がかか

ること、さらに生計費が限られていることから、任意保険に加入できず、事故

の加害者となった場合、被害者の救済が困難となる懸念もあります。
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ウ コロナ禍に伴う雇い止めや休業などによ

る生活への大きな影響が出ていることから、

今後、生活困窮の相談が増加すると予想され

るが、相談体制はどうか。また、生活保護の

基準を満たす方が速やかに受給することが

必要であり、国から生活保護に関する様々な

事務連絡が出ている中で、速やかな手続きが

できる体制となっているか。

① 生活相談などの４月から８月までの件数については次表のとおりであり、

昨年の同期と比較して相談件数は増加しているものの、保護申請件数は、ほぼ

横ばいとなっています。

生活相談件数 生活保護申請件数

令和２年 ２４３件 ８５件

令和元年 １６５件 ８３件

② この要因としては、離職等により生活に困窮された方などが、今年の３月

に貸付要件の緩和がされた社会福祉協議会の「緊急小口資金」等の貸付事業を

一時的な支援として利用されているため、生活保護申請まで至っていないもの

と推測していますが、今後の申請件数増加の可能性もあり得ます。
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エ 地方自治体が独自の施策として実施する給

付金は、生活保護法による保護の実施要領等

に基づき収入認定することとなっているが、

新型コロナウイルス感染症対策として、市が

独自の施策で給付を行う場合、収入認定はど

のように取り扱うか。

③ 生活困窮者に対する相談体制としては、自立相談支援事業を委託している

社会福祉協議会の嘱託職員１名の増員予算が、７月の臨時議会において可決さ

れています。

④ また、生活保護の相談体制については、福祉課に面接員２名を配置し生活

相談に応じるとともに、今年４月の人事異動において、社会福祉士の有資格者

をこれまでの１名に加え、さらに２名配置するなどの充実を図っており、相談

者に寄り添った丁寧かつ迅速な対応が行える体制となっています。

① 新型コロナウイルス感染症対策として、市が独自に給付を行った場合の収

入認定の可否については、国の実施要領や通知に基づく基準を照らし合わせ、

適正に判断します。
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オ ２０２０年６月１５日の参議院決算委員会

では、長野県がパンフレットで「生活保護はあな

たの権利です」、「ためらわずにご相談ください」

と周知していることを踏まえた質問があり、「た

めらわずに申請していただきたい」との答弁があ

った。また、８月に開催された自治体学校では、

「生活保護制度の先進自治体はどこか」との質問

に対し、「長野県」と即答されたことが紹介され

ている。さらに、令和２年７月に更新された国の

「生活を支えるための支援のご案内」では、「生

活保護は、最低生活の保障と自立の助長を図るこ

とを目的として、その困窮の程度に応じ、必要な

保護を行う制度です。また、生活保護の申請は国

民の権利です。生活保護を必要とする可能性はど

なたにもあるものですので、ためらわずに自治体

① 上田市福祉事務所では、生活相談に来庁された方には、「生活保護のしお

り」を配付し、生活保護制度の目的、申請から決定までの流れ、申請に基づく

金融機関等の資産調査の実施、生活保護基準、生活保護決定後の権利と義務な

どを丁寧に説明しています。

② この「生活保護のしおり」は、イラストを入れ、漢字にはふりがなを振る

などわかりやすくしています。

③ 生活保護のしおりでは、日本国憲法第２５条にある「健康で文化的な最低

限度の生活」を保障する制度であることを明記していますので、質問の趣旨に

ついては、反映できていると考えています。

④ 今後も、生活保護制度に関しては、「生活保護のしおり」や市ホームペー

ジへの記載内容について、必要に応じて見直していきます。
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までご相談ください。」と記載されている。この

ため、上田市で作成している生活保護のしおりに

も「生活保護はあなたの権利です。ためらわずに

ご相談ください。」との一文を掲載すべきと考え

るが、見解はどうか。
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